
応援します。なかよし親子

2025 年６月号

ＫｉＦＴ・ちびっこ広場

では体にやさしいおやつ・

飲み物を用意しています！

ゆうゆうＫｉＦＴのお知らせ

　

 

 　　　 6 月の解放日…20 日（金）　１０：００～１１：３０　　キャンドル教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　

　

　

　　

 

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

高萩駅

←水戸 いわき→

筑波銀行

東幼稚園 東小学校

← ６号国道

ここです

　　

たかはぎ

 

 　　　 7 月の解放日… 18 日（金）　１０：００～１１：３０　アロマ教室 (虫よけスプレー作り )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　

　

　

　　

 

　　

引用元：学研教室

ゆうゆう館のお部屋で、親子クッキングをしたり、お子さんを保育士に預けて、ママたちのための趣味の講座を開いたり

します (*^_^*) 内容は下記の通りです。予約制になりますので、詳しくはスタッフまでお声をおかけ下さい。

お友達をお誘いの上、ご参加下さい。お待ちしております (*^_^*)

言葉の発達を促すために、おうちでできること
○積極的に話しかける
子どもは周囲の人が話しているのを聞いて、徐々に言葉を覚えていきます。普段から積極的に子どもに話しかけ、

たくさんの言葉を聞かせるようにしましょう。

散歩に行ったときに「お花、きれいだね」と言ったり、車が通るのを見たら「ブーブ (車 ) が来たね」と言ってみたり、

ものごとと言葉が頭の中でつながるよう、積極的に話しかけるとよいでしょう。

○子どもの動作に言葉を添える
子どもが座るときに「座ろうね」手を洗うときに「手を洗うよ」など、子どもの動作を実況するように言葉を添えてみる

のもおすすめです。

○絵本を読み聞かせる
絵本の読み聞かせはたくさんの言葉を覚えるのにとても役立ちます。まだ文字が読めなくても、絵を見ながら話を聞く中で

ものの名前や気持ちの表現などが身についていきます。

○手遊びやわらべ歌遊び
言葉の発達を促すのに、手遊びやわらべ歌遊びはとても効果的です。歌の中にある言葉を自然と覚え、動作と結びつくことで

理解も深まります。

また遊びを介した“楽しい”という前向きな気持ちが、たくさんの言葉を話すきっかけとなるはずです。

○やさしいトーンでゆっくり話しかける
子どもが集中しやすいのは、やさしくゆっくり話しかけられたときといわれています。心地よい安心感が得られ、リラックスした状態で

聞く言葉は子どもの耳に入っていきやすいのでしょう。

子どもが理解できるよう、やさしいトーンでゆっくり話しかけることを心がけてみましょう。

言葉を話せるようになるには、目で見たものや耳で聞いたものなど、脳に入ってくるいろいろな刺激を自分の頭の中で

整理する必要があります。言葉の発達に個人差があるのは、この感覚が人によって大きく異なるからです。

「○○ちゃんより遅い」「インターネットの情報に比べて遅れている」と焦らず、子どものペースを見守りながら

おうちでできることに取り組んでみましょう (*^_^*)


